
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的と主な実践内容 

 

 

 

 

心の教育の充実   グローバル教育の充実     学力充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

えがおいっぱい 

がまんづよい 

みんななかよし 江上っ子 

令和５年度「特色ある学校づくり対策事業」実践報告 

佐世保市立江上小学校 
所在地 佐世保市指方町 2382 番地 

校 長 堤  祐 子       

児童数 286 名 学級数 15       

テーマ        本校の特色を生かした学習活動の推進 

～ 江上小 ふるさと教育 ３つのコンセプト～ 

・田植え 稲刈り 
餅つき体験活動（５年） 

・サツマイモの栽培（１・

２年） 
・江上文旦栽培活動（２
年） 
・学年園等での栽培活動
と食育学習（１・２年） 

・長崎平和学習（４年） 
・花いっぱい活動 

（全学年） 
・保育園・幼稚園との 
交流活動動(１・２年) 

 
 

 

・標準学力調査（全学年） 

 

・江上小学びのメソッド

の取組 

 

・図書館教育の充実 

 

・MIM による基礎学力

の充実 

 

 

・ダービースクールとの

相互交流活動（３年） 

 

・みんななかよしスマイ

ルディ（全学年） 

 

・夢へ羽ばたけ 

 ～キャリア教育～ 

（６年）    

           

 

 

家庭・地域への情報発信 
・ＨＰの充実  ・江上小スクールガイドの作成 ・幟の製作   

 

 

 



２ 活動の実際 

 
 

米作りと餅つき体験活動（５年） ～地域（農家の方）との連携～ 

５年生は，学校周辺の豊かな自然環

境を生かし，地域の農家の方の指導を

受けながら年間通した米作り活動を

行った。６月の田植えに始まり，１０

月には稲刈り，そして１２月には，餅

つきボランティアの方々にも手伝っ

ていただき，収穫した米を使って餅つ

きをした。これらの活動を通し，自然の中での農業生産の苦労や工夫を知り，収穫の喜びを体感し，ふ

るさと愛をはぐくんでいる。 

 

江上文旦栽培（２年） ～地域（農家の方）との連携～ 

２年生は，地域のみかん農家の方（保護者）をＧＴとしてお招きし，江

上の特産物である「江上文旦」を栽培している。子供たちは，文旦の栽培

方法や成長についてＧＴから説明を聞いて，その後，成長の様子を観察し

ながら世話をしてきた。１２月に２００個ほどの文旦を収穫した。熟成さ

せて，よい香りがしてきた１月に，ＧＴに上手な皮の向き方を教えてもら

い試食会を開いた。収穫の喜びとともにそのおいしさも味わうことができ

るよい学習の機会となった。 

 

栽培活動と食育（１・２年） ～地域（農家の方）との連携～ 

学校の畑を利用して，地域の農家の方の指

導や協力をいただきながらサツマイモを育

て，学級園では野菜を栽培した。。   

きゅうり，ピーマン，ミニトマト，ナスな

どの夏野菜のお世話をし，成長の様子を観察

した。収穫の時期には，毎朝たわわに実る野

菜を収穫する喜びを肌で感じ，野菜嫌いな子供でも喜んで食べていた。サツマイモも大きな実りを見せ，

芋ほりは地域の方々に手伝っていただきながら，たくさん収穫することができた。 

 

長崎平和学習（４年生） ～平和ボランティアとの連携～ 

 ４年生は，平和学習の一環として長崎に見学旅行に出かけ，原爆資料館，

平和公園，爆心地公園で学び，そして帰路には国の重要指定文化財である

針尾無線塔について学習した。原爆資料館～平和公園ではボランティアの

平和案内人の方々に直接説明を受け，戦争の恐ろしさを感じながら平和へ

の思いを高めていた。 

 また，８月９日の平和集会では，学んだことを集会の中で伝え，平和に

ついてのメッセージを発信した。 

  

 

豊かな環境を生かした心の教育の充実 



 

ダービースクールとの交流活動（４年） ～異文化（アメリカンスクール）との連携～ 

 今年度はコロナ禍以来，久しぶりにダービ

ースクールとの直接交流を復活させること

ができた。１２月にはダービースクールを訪

問し，いろんな教室やいろんな先生方，同学

年の子供たちと触れ合いながら，クリスマス

を体験した。１月には反対に本校にスクール

の子供たちを迎え，お正月遊びでもてなし

た。 

これら交流活動は，互いの文化を理解し合い，尊重し合う大切な経験であり，本校の特色ある体験活

動の大きな一つとなっている。日米の小学生の交流活動を通して，言葉はうまく通じなくとも相手のこ

とを思い，理解しようという，言葉や文化の違いを超えた異文化理解の精神は，次世代へと受け継がれ

ていく。 

 

夢へ向かって キャリア教育（６年） ～様々な社会（団体）との連携～ 

５年生では社会科の学習でトラック協会の方の協力を得て流通業界について学び，６年生は将来に向け

てキャリア教育を総合的な学習の柱とした。市内で活躍されている方々にゲストティーチャーとなってい

ただき，キッズマネースクール（経済の学習），夢に向かって努力し叶える話，そして修学旅行でキッザニ

アに赴き様々な職業体験をした。子供たちは直接話を聞いて刺激を受けたり，体験活動をしたりしながら，

自分の夢を自覚し，将来に向けて希望をもちながら自分の力を付けていこうとする意欲を高めていた。 

 

ハッピースマイルディ（全学年） 

～みんなハッピー みんなスマイル～ 

 本校恒例の児童会イベント「ハッピースマイルデイ」を開催した。児童会

が主体となって企画運営するこの会は，自主性や自治力が育ち，将来に向

けて大きく成長するイベントでもある。人権集会及び縦割り遊びともコラ

ボしているので，人を大事にしようとする意識の高揚にもつながってい

る。また，縦割り活動をとおして異学年交流ができるようになったのもコ

ロナ禍以来であり，江上小のチーム力の高まりを感じることができた。 

 今年度は特に研究発表があったこともあり，児童会独自の「学力アップ

作戦」も展開された。 

 これらのイベントの達成感や成功体験が，子供たちの将来につながって

いくことだろう。 

国際性豊かな日本人の素地をつくるグローバル教育の充実 



 

学力調査の実施，基礎学力の充実 

全校で標準学力調査にチャレンジした。家庭学習を研究の一端としてい

ることもあり，自分で自分の力にチャレンジする良い機会になった。また，

教師は結果について昨年度実績と比較しながら，それぞれ学力向上を目指

し授業改善に取り組んだ。 

 

江上小学びのメソッドの取組 ～教育委員会・育友会・保護者との連携～ 

学力向上の取組として，今年度は県・市の指定を受け研究に取り組んだ。授業と家庭学習をスパイラル

に繋ぎ，予習をベースに授業を展開し，授業の振り返りを家庭学習につなげ，自分で内容や目標を決めて

取り組んだ。授業においては「ガイド学習」で児童が主体的に進め，ICTを最大限に活用しながら，自力

解決や協働的な学びに生かしていった。授業の終末に「家庭学習チェックカード」を記入して自分の家庭

学習を自分で決めさせ，そのカードを保護者に見てもらうことで子供たちが意欲を高めた。また，育友会

主体の「夏休み科学教室」が行われたり，児童主体の学力向上イベントまで飛び出したりして，大いに盛

り上がった。 

一朝一夕に学力向上に繋がるわけではないが，児童の学びへの主体性は格段に向上し，自己学習力やマ

ネジメント力，成長力を伸ばしていった。この結果は継続しながらさらなる実績に結び付けていきたい。 

 

図書館教育の充実 ～読み語りボランティアさんとの連携～ 

 本校は，図書ボランティアの方々に大

変お世話になっている。月に数回の朝の

読み語りでは，ボランティアの方々が出

勤前のお忙しい時間にいろんな本を片

手に集まり，子供たちに読み語りをして

くださっている。内容もだんだん発展し

ていき，外国籍の方が英語で読み語りを

されたり，小道具に実物のものをもって

きて直接見せてくださったりされるので，子供たちはとても楽しみにしている。 

 ボランティアの活躍はこれだけにとどまらず，図書室の飾りつけ，平和集会での読み語り，七夕やクリ

スマスイベント，そして卒業生に送るイベントなど，創意工夫に満ちており，子供たちのために一生懸命

に取り組まれる姿には，心から感謝している。  

 

 

学校・家庭・地域が一体となって取り組む 学力の充実 



 

 

 

 

スクールガイドの作成  

 本校では１年間の特色ある活

動をリーフレットにまとめたス

クールガイドを作成している。 

 新１年生の入学説明会で学校

紹介に利用したり，入学式や卒業

式に来賓に配付したりして，本校

の特色の宣伝活動としている。 

 紹介してきた通り，本校は豊か

な自然環境に恵まれ，自然を生か

した農業体験や栽培体験をする

機会に恵まれている。これは，本

校を愛し，本校のために骨身惜し

まず協力し，させてくださってい

る地域の方々のおかげである。 

 

 

 また，本校は人に恵まれてい

る。図書ボランティアの皆様をは

じめとするボランティアの方々。

自然体験も餅つきなどのイベン

トも，ボランティアの方々に支え

られている。育友会行事も盛ん

で，着衣水泳による水の安全教室

や夏休みの子供科学教室など，育

友会が主体となり積極的な活動

を仕組んでくださっている。 

 校区にあるダービースクール

との交流や外国籍の多くの子供

たち，保護者の皆様によるグロー

バルな環境。これらは本校の宝で

ある。 

そんな，他にはない本校の特色

を，個のリーフレットをとおして紹介，発信し，本校の魅力としている。 

 

 

３ おわりに 

  保護者・地域・諸機関・各ボランティアの方々にご協力をいただき，本校の「特色ある学校づくり」 

をより充実させることができた。学習活動を支えてくださった方々に深く感謝申し上げたい。本校で

培った力が，子どもたちの「生きる力」となり，これからの将来が先の見えない不透明な時代であっ

たとしても，心豊かな江上の地域人，日本人，国際人となり，社会に貢献してくれることを強く願っ

ている。  

地域と共にある学校づくりのための情報発信 


